
N７００系新幹線電車

１. はじめに

日本国有鉄道の分割・民営化以降、新幹線についてもサ

ービスの向上がはかられ、西日本旅客鉄道（ＪＲ西日本）殿は

最高速度３００ｋｍ／ｈでの運行を可能とした５００系を開発し

た。

その後、はん用性を重視して東海旅客鉄道（ＪＲ東海）殿と

共同開発した７００系を導入した。７００系は山陽区間での最高

速度が２８５ｋｍ／ｈにとどまったが、最高速度２２０ｋｍ／ｈの０

系・１００系の置換え用として多くの編成が製造され、新幹線の

高速化に大きな成果をあげてきた。しかしその後、ＪＲ西日

本殿は航空路線との競合の関係で５００系と同等の最高速度

３００ｋｍ／ｈの高速性能を、ＪＲ東海殿は品川駅開業とそれに

伴う東海道区間の本数の増加や新ＡＴＣの導入に伴ってより

高い加減速性能を持つ新車両を求めるようになった。

その両社の要求を具現化するべく、共同開発されたのが

Ｎ７００系である。

２. 概要

Ｎ７００系は７００系を土台に、さらなる高速性と快適性、

そして環境性能向上の両立を目指して、ＪＲ東海殿・ＪＲ西日

本殿によって共同開発された。各車両の形式番号は、グリ

ーン車が７７０番代、普通車が７８０番代となる。また編成記

号はＪＲ東海殿所属車が「Ｚ」、ＪＲ西日本殿所属車が「Ｎ」で

あり、車両番号はＺ編成が０番代、Ｎ編成が３０００番代に区

分されている。

３. 車体

先頭部は、「エアロ・ダブルウィング」と称される形状で、

長さ１０.７ｍである。先頭形状の長さを抑えつつ、微気圧

波形状のピークを分けることで最大値を抑え、騒音の抑制

と先頭車の定員確保に一役買っている。車両間に「全周ホ

ロ」を新幹線の営業車両としてはじめて採用し、車両の連
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●西日本旅客鉄道（株）殿

結面間を伸縮性のゴム素材でほぼ完全に覆ってしまうこと

で車体側面の空気抵抗と車両内外の騒音の軽減を達成し、

省エネルギーにも寄与している。

前尾灯は、ＨＩＤの前照灯が左右それぞれ２基横並びにな

り、丸い前照灯の周りを取り囲むように赤色発光ダイオード

が粒子状に配置された尾灯とで、過去に例のないデザイン

とされた。

従来は２５５ｋｍ／ｈに減速しなければならなかった東海道

区間の半径２５００ｍ曲線を最高速度２７０ｋｍ／ｈのまま走行

が可能なよう、新幹線車両ではじめて空気バネ式車体傾斜

装置（最大傾斜角１度）が採用されている。なお、車体傾斜

機能は半径２５００ｍのカーブがない山陽区間でも完全に機

能停止せず、車体を水平に保つ制御（０度制御または水平

制御）を行い、乗心地向上がはかられている。

また、５００系、７００系では一部車両のみに搭載されたセ

ミアクティブサスペンションを全車両に搭載、さらなる乗

心地向上をはかっている。

車体傾斜装置の採用により全幅が７００系に比べて２０ｍｍ

狭くなったが、車体壁の強度を確保しながら薄くするなど

した結果、７００系と同等の車内空間を確保している。また、

７００系よりも側窓を縮小することで構体剛性の向上を図っ

ている。

普通車の窓には特殊ポリカーボネート樹脂を採用してい

る。従来の複層ガラスの表面に特殊ポリカーボネート樹脂

製シートを貼合わせたコンポジットタイプよりも、飛び石な

どに強く耐久性と軽量性に優れており、部材使用量を約半

分にし、単位面積あたりの質量を約３割軽量化することに

成功した。

普通車は７００系と比べて座席の幅を１０ｍｍ拡大した４４０

ｍｍにし、グリーン車には新たに開発された「シンクロナイズ

ド・コンフォートシート」が採用された。これはリクライニン

グに伴い座面後部が沈むもので、空気圧によって制御され、

座り心地が改善されている。また、輝度を高めた読書灯や

足もとを暖める機能（レッグウォーマー）を新たに採用した。

テーブルはＡ４サイズのノートパソコンが置けるサイズ

に拡大され、量産車ではグリーン車の全座席と普通車の窓
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側全列（Ａ・Ｅ席）・最前部・最後部の座席にモバイル機器用

コンセントが設けられている。

トイレはすべて洋式に統一されるとともに、新幹線車両

でははじめて１１号車の多目的便所にオストメイト対応の洗

浄装置が設置され、身障者に対してサービス向上をはかっ

ている。また、一部のトイレにはおむつ交換台が設置され

ている。

車内は７００系以前の車両と違い全席禁煙とし、強制排煙

装置や光触媒脱臭装置を備えた２～４人が入れる喫煙ルー

ムを３・７・１０・１５号車のデッキ部分に６か所設けている。

セキュリティ対策として鉄道車両でははじめてすべての

乗降口付近と運転室出入口に防犯カメラを設置し、乗務員

室のモニターで監視できるシステムが備えられた。これは

乗降口に備付けられている非常用ドアコックがいたずらで

操作され、その安全確認のためにしばしば列車遅延をきた

していることと、電話室や喫煙室などの個室部分が増え、

それらの空間を悪用される恐れがあることなどから、防犯

カメラによる抑止効果をはかるためである。

４. ぎ装

Ｎ７００系主回路システムは７００系を基本的に踏襲し、出

力増および小形軽量化、騒音低減をはかったものであり、

１４Ｍ２Ｔ（編成出力１７０８０ｋＷ）で従来の７００系の１２Ｍ４Ｔ

（編成出力１３２００ｋＷ）を上回り最高速３００ｋｍ／ｈを実現し

たにもかかわらず、電力消費量は１９％低減した（２７０ｋｍ／ｈ

基準）。

ブレーキシステムは、常用ブレーキ時に、１４Ｍで１６両分
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 項　　目  Ｎ７００系 ［参考］７００系

基本構成 電動車比率  １４Ｍ２Ｔ １２Ｍ４Ｔ

 ユニット構成  ４両１ユニット 同左

定員

   １３２３名 同左

  ・
 乗車定員 グリーン車 ２００名 同左

重量  普通車 １１２３名 同左

 編成重量（定員） ７１５ｔ ７０８ｔ

 
最高速度

 東海道 ２７０km／ｈ 同左

  山陽 ３００km／ｈ ２８５km／ｈ

速度 曲線通過速度（Ｒ２５００ｍ） ２７０km／ｈ ２５０km／ｈ

  ・ 
起動加速度

 東海道 ２．６km／ｈ／ｓ １．６km／ｈ／ｓ
出力   山陽 ２．６km／ｈ／ｓ ２．０km／ｈ／ｓ

 
編成出力

  １７０８０ｋＷ １３２００ｋＷ

    ３０５ｋＷ×５６台 ２７５ｋＷ×４８台

　 制御方式  ＶＶＶＦ制御による誘導電動機駆動 同左

   Ｍ車 回生ブレーキ併用電気指令式空気ブレーキ 同左   （応荷重装置付）

主要性能 ブレーキ装置 Ｔ車 電気指令式空気ブレーキ（応荷重装置付） 渦電流ブレーキ併用電気指令式空気ブレーキ
    （応荷重装置付）

     　   粘着パターンに沿う制御応荷重装置付 同左

     力行・ブレーキ指令回路 制御伝送式（デジタル伝送）＋バックアップ指令線 引き通し線による順次加圧方式

 空調方式  床下二分割型（換気装置一体型） 床下二分割型

 
車両長

 中間車 ２５０００ｍｍ 同左

  先頭車 ２７３５０ｍｍ 同左

主要寸法
 車体幅  ３３６０ｍｍ ３３８０ｍｍ

  中間車 ３６００ｍｍ ３６５０ｍｍ

 屋根高さ 先頭車後位 ３６００ｍｍ ３６５０ｍｍ

  先頭車前位 ３５００ｍｍ ３６５０ｍｍ

 台車構造  高速ボルタレス台車 同左

台　車 セミアクティブ制振制御装置 全車両設置（高性能タイプ） ７両に設置

 車体傾斜システム 空気バネ式（１°傾斜、片側上昇） ―

車外設備
 ホロ  全周型 側面のみ（分割）

 行先表示器  大型フルカラーＬＥＤ 字幕またはＬＥＤ

  座席幅 ４８０ｍｍ ４７５ｍｍ

  読書灯 高輝度ＬＥＤ（シート内臓） ハロゲンランプ（荷物棚下）

 
グリーン席

 レッグウォーマ 有 ―

車内設備
  背面テーブル 有（スライド機構付） 有

  肘掛収納テーブル 有 同左

  フットレスト 有（無段階固定式） 同左

 
普通席

 座席幅 ４６０ｍｍ（Ｂ席）４４０ｍｍ（Ｂ席以外） ４６０ｍｍ（Ｂ席）４３０ｍｍ（Ｂ席以外）

  座面シート 複合バネ構造 ウレタン構造

 喫煙ルーム  ６か所　※全座席禁煙 ―

 モバイル用 グリーン車 全席（２００個） 一部車両のみ設置

 コンセント 普通車 窓側・最前部・最後部席（５５３個） 一部車両のみ設置

その他 トイレ（奇数号車） 洋式（自動開閉機構・暖房付）２＋男性用１ 洋式１＋和式１＋男性用１

設備 多目的トイレ  ２．６６m２（オストメイト対応設備付） ２．３５m２

 多目的室  ２．７８m２ ２．２４m２

  車内テロップ  大型マルチカラーＬＥＤ ＬＥＤ

 車内防犯用カメラ ６０か所（各デッキ、両運転台） ― 

Ｎ７００系　主要諸元
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の回生ブレーキ力を負担し、従来あったＴ車の

渦電流ブレーキ（ＥＣＢ）は廃止した。非常ブレー

キ時は１６両全車のブレーキが作用し、Ｔ車では

機械ブレーキが動作する。そのほか、空圧滑走

制御システムを採用し、滑走制御を油圧での各

軸制御から空圧での台車制御に変更することで

増圧シリンダを１台車１台に減らし、軽量化をは

かった。

制御伝送システムでは、車両システムの高機

能化対応、軽量化を目的に新たにデジタル伝送

による制御伝送方式を採用した。伝送機能は、

ＣＩやＢＰＧへの力行・ブレーキ指令、遠隔制御

指令、電源誘導指令とし、そのほかの緊急回路

や保安上重要な機器は従来どおりとしている。

５. おわりに

Ｎ７００系は高速性と快適性に優れ、地球環境にもやさしい、

２１世紀の東海道・山陽新幹線を担う最新型新幹線電車とし

て、２００７年７月１日のダイヤ改正より営業を開始しました。

ちなみに当社ではＪＲ西日本殿より１２編成（１９２両）のう

ち２編成（３２両）を受注し、１編成目の１６両を２００８年３月に

製作・納入しました。

今後もＮ７００系は順次投入され、新幹線旅客輸送の主役

として活躍することになります。

ぜひ、ご乗車いただき高性能、快適性を実感されること

を望みます。

最後にこの車両の製作にあたり、西日本旅客鉄道株式会

社殿、東海旅客鉄道株式会社殿には、多大なるご指導をい

ただきましたことを厚くお礼申し上げます。

和田　一彦　車両事業本部　車両設計部

角屋　敏行　車両事業本部　車両設計部

多目的トイレ

喫煙室（左）喫煙室内部（右）

足元コンセント




